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三朝町消防団•三朝町総務課危機管理局

令和７年度
三朝町消防団アンケート調査結果

（概 要）

三朝温泉マスコットキャラクター
湯けむり怪獣 ミササラドン（消防団ver.）



アンケート調査の概要について

消防団員の率直な御意見を聴取し、今後の消防団運営方針等の

参考とするため、全団員を対象にＷＥＢ形式によるアンケート調査を

実施した。

【対 象】全団員:264名(令和７年10月1日時点)

【期間】令和７年10月10日〜11月９日まで

【方 式】WEBアンケート方式（無記名、年齢のみ集計）

【回答数】157名(回答率:59.5%)



設問一覧（1/3）

設問 あなたの年代を回答してください。

設問１ 現在のお住まいの場所を教えてください。

設問２ お住まいの場所から、消防車庫又は格納庫まで、通常どのくらいの時間がかかりますか。

設問３ あなたの生業の勤務形態を教えてください。

設問４ あなたの勤務場所を教えてください。
（複数の場所で勤務している場合は、最も長い時間を過ごす勤務場所を回答）

設問５ あなたは中部消防局の災害緊急通報メール及びコミュたすを登録していますか。

設問６ 仕事中、火災や災害発生等の緊急連絡を確認することは可能ですか。

設問７ 仕事中に火災や災害が発生した場合、すぐに現場への出動は可能ですか。

設問８ 職場から、消防車庫又は格納庫まで、通常どのくらいの時間がかかりますか。
（複数の場所で勤務している場合は、最も長い時間を過ごす勤務場所を回答）

設問９ あなたの所属の管轄内で、団員候補となる若者はいますか。



設問一覧（2/3）

設問10
令和６年５月より分団等の再編を行ったところですが、あなたの所属する地区団、分団、班の現状を見て、
将来的に組織の統合等の組織再編や体制の見直しが必要であると思いますか。

設問11

消防団（基本団員）の活動を補完するため、自身の能力や事情に応じて特定の活動、役割、時間帯に
限定して活動する「機能別消防団員」という制度を導入している自治体もあります。
三朝町において、機能別団員制度を導入することについて、どう思いますか。

【機能別団員の活動例】
大規模災害出動、火災予防活動、SNS等を活用した広報活動、ドローン隊、退職団員など

設問12 三朝町に「機能別団員」制度を導入する場合、どんな内容がよいと思いますか。 （複数選択可）
【設問12についてその他事項があれば、下の欄に回答してください（任意）】
※回答は文字入力方式です。

設問13 あなたは、消防団を退団した後、機能別団員として再入団してもよいと思いますか。

設問14 消防団活動を通じて負担や不満を感じることは何ですか。（複数選択可）
【設問14についてその他事項があれば、下の欄に回答してください（任意）】
※回答は文字入力方式です。

設問15 消防団活動を通じてよかったと感じることは何ですか。（複数選択可）

【設問15についてその他事項があれば、下の欄に回答してください（任意）】
※回答は文字入力方式です。



設問一覧（3/3）

設問16 設問16  消防ポンプ操法について、どう思いますか 。 （複数選択可）

【設問16についてその他事項があれば、下の欄に回答してください（任意）】
※回答は文字入力方式です。

設問17 設問17  規律訓練について、どう思いますか 。 （複数選択可）
【設問17についてその他事項があれば、下の欄に回答してください（任意）】
※回答は文字入力方式です。

設問18 設問18  消防団員として、どんな訓練を受けたいと思いますか 。 （複数選択可）

【設問18についてその他事項があれば、下の欄に回答してください（任意）】
※回答は文字入力方式です。

設問19
設問19  三朝町消防団活動活性化交付金の用途として、どんな使い方ができたらよいと思いますか。
希望などがあれば、下の欄に回答してください。
※回答は文字入力方式です。

設問20 設問20  三朝町消防団を活性化させていくためには、どんなことが必要だとおもいますか。（複数選択可）

【設問20についてその他事項があれば、下の欄に回答してください（任意）】
※回答は文字入力方式です。



60代 10人 6.4％

70代 1人 0.6％

20代 2人 1.3％



4人 2.6％

9人 5.8％

7人 4.5％



7人 4.5％

3人 1.9％



3人 1.9％

5人 3.2％

2人 1.3％



7人 4.6％

設問４ あなたの勤務場所を教えてください。
（複数の場所で勤務している場合は、最も長い時間を過ごす勤務場所を回答）



5人 3.2％

6人 3.8％





10人 6.5％



設問８  職場から、消防車庫又は格納庫まで、通常どのくらいの時間がかかりますか。
（複数の場所で勤務している場合は、最も長い時間を過ごす勤務場所を回答）





5人 3.2％



設問11 消防団（基本団員）の活動を補完するため、自身の能力や事情に応じて特定の
活動、役割、時間帯に限定して活動する「機能別消防団員」という制度を導入して
いる自治体もあります。
三朝町において、機能別団員制度を導入することについて、どう思いますか。

８人 5.1％



【選択肢】
・消防団退団者が、火災や自然災害に限定して活動する。
・町内の事業所に勤務している方が、平日日中に限定して火災出動する。
・火災予防広報やAED講習などの予防活動に特化して活動する。
・SNS等を活用して、情報発信や消防団PRを行う。
・災害時に避難所運営を行う。
・災害時にドローン等で情報収集を行う。



設問12の自由記述意見（要約）

役場・職員の体制について
•役場への消防車配置と職員による即座の出動体制。
•役場内への班や代表団員の設置。

機能別団員に関する現状と意見
•仕事で平日日中の活動が困難な団員は、機能別団員の方が参加しやすいのでは。
•機能別団員の導入目的が、単に団員減少の補填だと感じる。
•現時点では、能別団員の活動内容が分からないので回答できない。

活動内容・協力体制について
•人手が不足する中で、できる範囲で活動する。
•退団者等が、正団員の指導下で伝令やホース延長等の補助に従事する体制。





【選択肢】
・火災出動や災害対応等の現場活動
・毎月のポンプ点検
・春・秋の火災予防一斉行動
・地区団演習などの実働訓練や規律訓練
・消防操法大会の出場や大会に向けた訓練
・入団式や訓練会、消防の日、出初式等の団行事
・救命救急等の講習会や集落住民への訓練指導
・集落で何かあればすぐに頼りにされるところ
・所属班の消防資器材や個人装備の不足
・団活動に参加するために、仕事に支障をきたしている
・団活動に参加するために、家族に負担をかけている
・役割や活動に対して報酬額が少ない
・飲み会や懇親会が多い
・特に負担や不満はない



設問1４の自由記述意見（要約）①

【操法大会・訓練に関する意見】
・操法大会は負担軽減のため、廃止して欲しい。
・町大会には賛同できるが、上位大会出場については、選考方法の見直しや、出場を希望す
るかについて意向確認して欲しい。
・毎年特定の班の負担が増えるばかりで、全体のスキルアップに全くなっていないと感じる。
・上位大会には輪番で出場するなど、全体の質を上げる取り組みにするべき。
・訓練として実施するなら、どの班も一定レベル以上に出来るようになる仕組みを検討すべき。
・本部員もキチンと操法が指導できるよう育成するべき。まともに操法もやったことがない方が、
火災現場で団員に適切な指揮命令が出来るのか疑問。
・郡及び県大会のための練習に不満はないが、会場の設営や撤収などを出場隊や地区団に
ばかり負担を負わせるのは、町の代表として出場するのに納得出来ない。
・操法大会を資質向上の目的としているならば、減点された内容を公開すべきである。
・操法は実火災への有効性について疑問がある。



設問1４の自由記述意見（要約）②

【負担・私生活への影響】
・土日に消防団活動があると休養がとれず、仕事に悪影響が出ている。
・家族に負担をかけることが多く、可能なら退団したい。
・仕事を優先しないと生活できないため、活動できる日や時間が、確保できない。
・仕事や家庭のため、消防活動が負担になっている。欠席も多く、後ろめたさで心苦しい。

【組織運営・体制への不満】
・幹部の固着した古い考え方、班員の意見を聞こうとしないやり方に不満と不信感を感じる。
・機動班とそれ以外の班で、活動内容、活動への意識、報酬などに不公平感を感じる。
危機管理局の職員ですら、そういった理解が無い。真面目にやっている団員がアホらしい。
・形式的な式典や訓練は整理すべきである。
・集合時間の早さ、拘束時間の長さ、無駄な待ち時間などの改善。
・消防団員になるメリットが不足している。何か優遇してあげて欲しい。



設問1４の自由記述意見（要約）③

【人員不足・退団に関する課題】
・退団したいのが本心ですが、あとに続く人材がおらず辞めることができない。
・早急に分団や班の統合等を進め、「長期所属している団員は退団できる」という選択肢が
必要だと感じる。規模を縮小する必要がある。
・仮に退団が可能になれば、機能別団員として協力はしたいと思う。
・個人の許容範囲で活動できるようにしていかなくてはならない。
・消防団はサポート役であり、最前線で活動しようとは思わないこと。それよりも地域の中で、
消火器や消火栓の使い方などを周知するべきと思う。



【選択肢】
・地域の人から頼られ、やりがいを感じている
・防災への知識が高まった
・消火技術が身についた
・地域に貢献できた
・多くの人と知り合えてよかった
・日常生活では経験できないことをできた（現場活動など）
・特にない



【選択肢】
・消火活動の基本なので大切な訓練だと思っている
・ポンプ操法大会があるため、やりがいを感じる
・訓練としては必要だと思うが、町大会で上位になった場合でも、
郡や県大会には出場したいとは思わない。

・実際の消火活動に関係のない動きが多く無意味である
・町大会前の訓練が負担となっている
・現状のままで良い



設問1６の自由記述意見（要約）①

【操法大会の意義】
・「手段の目的化（タイムや採点重視）」による操法本来の意義の喪失。
・上位大会（郡・県）出場が「罰ゲーム」と捉えられている実態。
・上位を目指さないことが班の目標となるような、団員のモチベーション低下。
・以前のアンケートで中止意見が多かったのに、なぜ継続するのか疑問。

【負担及び生活への支障】
・練習時間を確保するために、家族からの不満や子育ての支障。
・練習のために、仕事を調整したり欠勤するため、生業に多大な支障。
・現代社会の「家族の理解・仕事・余剰時間」がすべて揃わない中での活動の困難さ。



設問1６の自由記述意見（要約）②

【審査・採点への不信感と要望】
・採点表や減点内容が非公開であるため、技術が向上しない。
・本部員による審査のため、不透明さを感じる。
（個人的な心情の介在、未経験の種目を審査すること等に対する疑念）
・広域消防の審査員による、公平な採点とフィードバックの必要性を感じる。
・不透明な採点方式が継続されることにより、大会参加への拒否感が払拭できない。

【大会・訓練の形式変更について】
・操法大会を廃止し、最低限の操作習得を目的とした「訓練会」への転換を希望する。
・上位大会の出場枠を押し付けあっている現状を解消すべき。
（上位大会は、持ち回りや有志の選抜メンバーで出場できるなど）
・前提条件として、操法を実施する目的や競技ルールの周知不足を解消すべきでは。





設問1７の自由記述意見（要約）

【規律訓練の適正化】
・規律ある行動をすることで、町民からも信頼が得られると思うが、訓練は最低限で良い。
・現状、規律訓練に力を入れ過ぎと感じる。

【実践的な訓練へのシフトを
・規律訓練も大切だが、災害現場を想定し、安全かつ確実に活動するための実践的な訓
練に時間と労力をかけて欲しい。



【選択肢】
・消火技術・資機材の取り扱い方法などの訓練
・土のう袋の作成、積み方などの水防訓練
・心肺蘇生法、応急手当、AEDなどの救急訓練
・ポンプ操法訓練
・操法以外の水出し訓練（実戦圧力放水や中継送水など）
・自然災害に備えた防災訓練や避難所運営訓練



設問1８の自由記述意見（要約）①

【専門講師による講習の有用性】
・ポンプ業者の社員の方から小型ポンプの操作講習を受けたことは、安全な取り扱い方法や
メンテナンスを具体的に学ぶことができ、大変勉強になった。
・今後も、訓練会などに講師としてお呼びできれば良い。

【水防訓練の必要性】
・現状、水防訓練をほとんど受けていないため、基礎知識もないまま出水時に活動を求めら
れても危険なだけである。
・水防活動については、消防団としてどう対応するかを整理した上で、実用的な訓練ならば、
どんどん実施してほしい。



設問1８の自由記述意見（要約）②

【図上訓練や事例学習】
・図上訓練やケース会議のような座学形式のものもを取り入れて欲しい。
・過去に実際に町内で起きた災害などを事例にして、「どんな動きをとるのか」、「実際どんな動
きがとられて、結果がどうだったのか」等を学習する機会もあって欲しい。

【多角的な活動とやりがい】
・操法だけの狭い範囲の訓練ではなく、小さな経験でも幅広く積み、団員全員ができることを
徐々に増やしていきたいと考える。
・災害に備えた訓練や経験ができるのなら、消防団活動はとても意味あるものと思える。



設問19 三朝町消防団活動活性化交付金の用途として、どんな使い方ができたらよいと
思いますか。

自由記述意見（要約）①
【装備の拡充】
・個人専用ヘルメット、ゴーグルなど怪我を防ぐ装備を揃えておきたい。
・ヘルメットは班に支給されているが、個人支給の方がよい。
・資機材やポンプ小屋の整備及び維持管理。
・ポンプの修理代や、消火活動に必要な一定本数のホースを支給。
・小型班への軽トラックの購入。軽トラックを持っている班員が少なくなっている。

【慰労・親睦・その他】
・活動後の慰労や懇親を図るための飲食代、慰労費として使いたい。
・消防団員の家庭内でも活用出来る交付制度があれば。
・AIやデジタルの導入。
・団員の負担を減らすために活用できる方法を検討使して欲しい。



【選択肢】
・操法大会の見直し
・訓練や行事等の見直し
・待遇や福利厚生の充実
・装備品や資機材の充実
・団員の家族に対する優遇措置
・団員の事業所等に対する優遇措置



設問２０の自由記述意見（要約）

【退団制度と入団促進】
・自由に退団できる制度が欲しい。
・現状、操法大会が入団を敬遠されている理由のひとつ。速やかな対応が必要。

【組織体制の柔軟性】
・集落単位の班を廃止し、誰もがポンプ車・小型ポンプ積載車を扱える組織にしていかないと、
特に平日日中は団員が集まりにくいため、消防団が機能しなくなってくる。
・平日の仕事に加えて、休日に団行事があると負担は大きい。団員の負担軽減を。



設問２０の自由記述意見（要約）②

【女性団員の参画】
・女性団員は他団員との交流がない。広報や消火活動ができないのが残念だと感じている。
・女性団員の意見も聞いてほしい。

【若い世代への配慮と負担軽減】
・若い世代から理解を得るためには、仕事やプライベートへの負担や犠牲を少なくしていかな
ければならない。若い世代の入団が無ければ、消防団は維持できない。

【その他】
・町の財政状況も加味しながら、必要な装備は整備してもらいたいが、一方で不要と感じる
支給品もあると感じる。
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